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Abstract. Pulmonary stenosis with intact ventricular septum was observed in 4 (0.6�) of

670 bovine hearts showing congenital cardiovascular anomalies. In cases 1 to 3 the hearts

showed valvular pulmonary stenosis. In these hearts the annulus of the valve was narrowed by

hypoplasia of the right semilunar valve and right sinus of pulmonary trunk. Case 3 showed

fusion of the commissura between right and intermediate semilunar valves. Case 4 showed

valvular, supravalvular and infundibular pulmonary stenosis. In this heart the annulus of the

valve was narrowed, and hypoplasia of the pulmonary trunk and infundibulum was recognized.
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肺動脈狭窄症は心室間の交通を伴わない右心

室流出路の狭窄で� 狭窄部の位置によって弁

部� 弁下部および弁上部狭窄に分類され� さら

に弁下部狭窄は漏斗部狭窄と肉柱部 �漏斗下

部� 狭窄 �二腔右室� に区分されている1�3)� 心

室中隔欠損を伴わない肺動脈狭窄はヒトの場

合� 出生時の体重と発育は正常で� 激しい心雑

音で発見されるが� 大多数例は無症状で成人に

達するといわれている1, 3)� 本異常が心奇形の

中で占める割合はヒトでは 3�10�4�8)� イヌ

では 10�20�9�11)� ネコでは 5�8�12, 13)� ブ

タでは 3�以下14�18)といわれている� ウシに

おける本異常はわずか 3例19, 20)の発生が知ら

れているだけであるので� その解剖学的検索を
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行った�

材料および方法

材料は宮崎大学に保存されている心大血管奇

形を示したウシの心臓 670例で�それらを肉眼

的に検索した�

結 果

宮崎大学に保存されているウシの心大血管奇

形の心臓 670例中 4例 (0.6�)に心室中隔欠損

を伴わない肺動脈狭窄が認められた� 症例 1は

難産で� 介助娩出時すでに死亡していた� 症例

2は起立不能と上唇の右部欠損のため 1日齢

で� 症例 3は起立不能� 両側膝蓋骨脱臼� 小眼

瞼� 心雑音などのため 28日齢で� 症例 4は起

立不能� 後弓反張� 吸乳不能� 心雑音などのた

め 6日齢で� それぞれ剖検されていた� これら

の 4例には循環障害を示唆する剖検所見は認

められなかった� 以上 4例の解剖学的所見の概

略を Table 1に示した�

4例中 3例 �症例 1�3� は弁部肺動脈狭窄で

あった� これらの 3例では� 肺動脈半月弁は 3

枚存在していたが� いずれも右半月弁が低形成

で� 他の 2枚の半月弁より小さく� またそれに

対応する右肺動脈洞も小さく� 肺動脈弁輪が狭

窄していた (Fig. 1)� 症例 1と 2の肺動脈弁に

は弁の肥厚や弁交連の融合は認められなかった

が� 症例 3では 3枚の半月弁は全体が肥厚して

肺動脈幹側へ突出し� さらに右半月弁と中間半

月弁の間の弁交連は弁輪側の約 2分の 1が融

合していた� これら 3例の肺動脈幹は症例 1と

2では軽度 (Fig. 2), 症例 3では中等度の狭窄

後拡張を示していたが� いずれも動脈内膜の肥

厚は認められなかった� 右心室は症例 1と 3で

は漏斗部を含めて軽度の肥厚を示し� 症例 2で

は拡張していた� 症例 1では右房室弁は 3枚と

も遊離縁が肥厚していた� 本例の右心房は拡張

し� 大きく開存した卵円孔の一次心房中隔は�

後部 �卵円窩� は右心房側へ膨隆していたが�

前部は左心房側へ膨隆し� 左心房は拡張してい

た� 症例 2では右房室弁の肥厚や右心房の拡張

は見られず� 一次心房中隔は二次心房中隔に密

着し� 左心房の拡張は見られなかった� 症例 3

では右房室弁に肥厚は見られなかったが� 右心

Table 1 Anatomical findings of four calves with pulmonary stenosis

Case
No.

Breed1) Sex
Age2)

(day)
Obstruction

Right
atrium3)

Right
AV valve4)

Right
ventricle

Pulmonary
trunk

Other
defects

1 JB � 0 Valvular Dilatation,
PFO

Thickening Hypertrophy Dilatation Hydrocephaly,
arthrogryposis,
creft palate,
cryptorchidism

2 JB � 1 Valvular PFO Normal Dilatation Dilatation Hydrocephaly,
partial absent
of upper lip

3 JB � 28 Valvular Dilatation,
PFO

Normal Hypertrophy Dilatation Microblepharia

4 JB � 6 Valvular,
supravalvular,
infundibular

ASD, PFO Normal Hypertrophy Hypoplasia Microcephaly

1) JB: Japanese black 2) 0: stillbirth 3) ASD: atrial septal defect PFO: patent foramen ovale 4) AV:
atrioventricular
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房は拡張し� 卵円孔の一次心房中隔は左心房側

へ膨隆していた� さらに卵円孔に直面する左心

房前壁の心内膜は軽度のび漫性肥厚を示し� 左

心房は拡張していた�

4例中の残り 1例 �症例 4�は弁部�弁上部お

よび漏斗部肺動脈狭窄であった� 肺動脈弁は等

大で軽度の低形成を示す 3枚の半月弁で� 各弁

尖の肥厚や弁交連の融合は見られず� 弁輪の軽

度狭窄を示していた� 肺動脈幹は外径 16 mm

で� 外径 22 mmの上行大動脈や外径 17 mm

の下行大動脈より細く� 軽度の狭窄を示してい

た (Fig. 3)� この肺動脈幹には狭窄後拡張や内

膜の肥厚は認められなかった� 本例の右心室に

拡張は見られず� 漏斗部を含む右心室壁は肥厚

していた� さらに漏斗部は軽度の低形成と心内

膜のび漫性肥厚を示していた (Fig. 4)� 本心臓

では小型の二次口型心房中隔欠損と卵円孔開存

が存在していたが� 左右の心房に拡張や肥厚は

認められなかった�

考 察

心室中隔欠損を伴わない肺動脈狭窄はヒ

ト4�8)やイヌ9�11)では最も一般的に見られる先

天性心疾患の一つといわれているが� ブタでは

まれな異常である14�18)� ウシにおける本異常

は過去に 3例の発生が知られているが� 今回の

検索では宮崎大学に保存されているウシの奇形

心 670例中わずか 4例 (0.6�)に認められただ

Fig. 1 Heart from case 2 showing hypopla-
sia of the right semilunar valve and
right sinus (R) of the pulmonary
trunk.
BC: brachiocephalic trunk DA: de-
scending aorta LA: left atrium LP:
left pulmonary artery RP: right pul-
monary artery RV: right ventricle

Fig. 2 Heart from case 2 showing posto-
stenotic dilatation of the pulmonary
trunk (PT).
BC: brachiocephali trunk DA: de-
scending aorta LA: left atrium LV:
left ventricle RA: right atrium RV:
right ventricle
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けで� 心室中隔欠損を伴わない肺動脈狭窄はウ

シではブタと同じくまれな先天異常と考えられ

た�

肺動脈狭窄は狭窄部の位置によって分類さ

れ1�3)� ヒトでは心室中隔欠損を伴わない肺動

脈狭窄では一般に弁部狭窄� 心室中隔欠損を伴

うものでは弁下部狭窄といわれ1)� イヌでも大

多数は弁部狭窄で� 弁下部狭窄は 10�以下と

いわれている11, 21)� 今回ウシで観察された肺動

脈狭窄 4例のうち 3例は弁部� 1例 �症例 4�

は弁部� 弁上部および漏斗部狭窄で� 過去に報

告された 2例19)は漏斗部狭窄であるが�ウシに

おける肺動脈狭窄の発生は少なく� 今後症例の

蓄積を待って検討する必要があると考えられ

た� なお� 弁下部狭窄の肉柱部狭窄 �二腔右室�

はウシでの発生は知られていない�

ヒトの弁部肺動脈狭窄では� 肺動脈弁は弁交

連が融合して肺動脈幹側へド�ム状に突出し�

その頂点に小口が存在するものが多いといわれ

ている2, 3)� 今回観察したウシの 4例のうち症

例 3では右半月弁と中間半月弁の間の弁交連

の約 2分の 1が融合していたが�他の 3例に弁

交連の融合は見られなかった�一方�症例 1�3

の 3例では右半月弁とそれに対応する右肺動

脈洞が低形成で� それに基づく弁輪の狭窄を示

していた�

Fig. 3 Heart from case 4 showing hypo-
plasia of the pulmonary trunk (PT).
BC: brachiocephalic trunk DA: de-
scending aorta LA: left atrium LV:
left ventricle RA: right atrium RV:
right ventricle

Fig. 4 Heart from case 4 showing hypo-
plasia of the infundibulum (IF).
AA: ascending aorta LV: left ven-
tricle PT: pulmonary trunk RA:
right atrium
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弁部肺動脈狭窄の場合� 狭窄した弁口から拍

出された高速血流のため� 肺動脈幹はほとんど

常に狭窄後拡張を示す3)といわれ� ウシの 4例

中 3例でも狭窄後拡張が見られたが� 症例 4で

は肺動脈幹と右心室の漏斗部の低形成を合併し

ており� 肺動脈幹の狭窄後拡張は見られなかっ

た� また弁部狭窄の二次変化として右心室の肥

大が生じる1, 3)といわれているが� ウシの 4例

中 3例では漏斗部を含む右心室壁の肥厚が見

られ� 症例 2では右心室は拡張し� 壁の肥厚は

認められなかった�

肺動脈狭窄では右心室の拍出量は減少し� 右

心房圧が上昇すると卵円孔から容易に逆短絡が

生じる1)といわれている� 今回観察した症例 1

では右心室壁の肥厚� 右房室弁の肥厚� 右心房

の拡張� 一次心房中隔前部の左心房側への膨隆

および左心房の拡張が認められた� また症例 3

では右心室壁の肥厚� 右心房の拡張� 一次心房

中隔の左心房側への膨隆� 卵円孔に直面する左

心房前壁の心内膜の肥厚および左心房の拡張が

認められた� これら 2例のこのような所見は�

肺動脈狭窄に基づく右心室と右心房の圧上昇お

よび右心房から左心房への卵円孔を介する右左

短絡を示唆するものと考えられた�

要 約

心大血管奇形のウシ 670例中 4例 (0.6�)に

心室中隔欠損を伴わない肺動脈狭窄を認めた�

症例 1�3は弁部肺動脈狭窄であった� これら

の心臓では右半月弁と右肺動脈洞が低形成で�

弁輪が狭窄していた� 症例 3では右半月弁と中

間半月弁との間の弁交連が融合していた� 症例

4は弁部� 弁上部および漏斗部肺動脈狭窄で

あった� この心臓では弁輪は狭窄し� 肺動脈幹

と漏斗部が低形成であった�
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